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研究動機

現状 提案

山崎高校

忠生高校

町田高校

府中高校

府中養護

朝日養護

Ａさん

Ｂさん

Ｃさん

Ｄさん

Ｅさん

Ｆさん

Ｂさん

Ｄさん

Ｆさん

Ａさん

Ｃさん

Ｅさん

・・・・

・・・・

・・・・

決めやすいところから決定 配属問題として解く

山崎高校

忠生高校

町田高校

府中高校

府中養護

朝日養護

・・・・

・・・・

Ａさん

Ｂさん

Ｃさん

Ｄさん

Ｅさん

Ｆさん



１．５ｈ以内

異動先候補の選別

i. 前提条件

通勤時間１．５ｈ以内

親族のいる高校には異動できない

現任・前任の高校には異動できない

自宅 最寄駅 最寄駅 高校

府中高校 忠生高校 府中高校

府中高校 忠生高校 府中養護 府中高校

×

○



異動先候補の選別

ii. 通勤時間について

公務員の通勤手段 バス、電車（例外あり）

自宅 最寄駅 最寄駅 高校

１．５ｈ

申請 検索 個々で異なる

固定要素 変化する要素

１．５ｈ－固定要素＝自宅最寄駅から高校までの移動時間



異動先候補の選別

iii. 通勤可能な高校を決定

１．５ｈ－固定要素＝自宅最寄駅から高校までの移動時間

ＥＸ）

 
固定要素２０分

山崎高校

忠生高校

町田高校

府中高校

府中養護

朝日養護

自宅最寄駅

１時間１０分

１時間２０分
１時間３０分

５０分

１時間

１時間１０分

５０分

これを基に配属問題を作成



配属問題

山崎高校

忠生高校

町田高校

府中高校

府中養護

朝日養護

・・・・

・・・・

Ａさん

Ｂさん

Ｃさん

Ｄさん

Ｅさん

Ｆさん

配属問題を解いていこう



今後の研究課題

３０人程度の配属問題

実際に配属問題を解いてみる

結果にバリエーションは存在するのか

山崎高校

忠生高校

町田高校

府中高校

府中養護

朝日養護

・
・・・

・
・・・

Ａさん

Ｂさん

Ｃさん

Ｄさん

Ｅさん

Ｆさん

山崎高校

忠生高校

町田高校

府中高校

府中養護

朝日養護

・
・・・

・
・・・

Ａさん

Ｂさん

Ｃさん

Ｄさん

Ｅさん

Ｆさん



ご静聴ありがとうございました





現実問題として

異動決定を単に支援すればいいのか ×

実際は

各高校で一定の事務能力が確保されること

個人の能力評価

仕事内容（経理、庶務、学事、施設）

各高校の事務能力の評価

配属問題に組み込んでいく必要がある


	都立高校事務員の異動�		決定支援モデルの提案　
	目次
	研究動機
	異動先候補の選別
	異動先候補の選別
	異動先候補の選別
	配属問題
	今後の研究課題
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	現実問題として

